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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのために＞
「皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返しなさい」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイによる福音書２２章２１節
　イエスは「皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返しなさい」と言われる。皇帝は民衆から税金を取ろうとするが税金を課すだけの存在で、神はそれ以上皇帝カイザルに役割を与えていない。主イエスはここで、神が教会の霊的支配とは別の原理で教会の外の世界を支配していることを明確にされた。人間の本性が罪だらけで腐敗しているため、この世界が破壊に至らないようにタズナを取って、神の支配を世俗の王や権力者に委託されたからである。皇帝は神の手足・仕え人であって神の支配の下にある。「皇帝の要求するものは神の命じる範囲のものだけである。それが押し付けであっても納税の義務を果たせ」。しかし、皇帝が要求してはならないものがある。「神のものは神に返しなさい」。皇帝を神として崇拝してはならないということである。
人々の理解している国家や権力は、その価値と存在を中立的なニュ－トラルな場所に置き、民衆は統治する人の能力とカリスマ性に期待する。そこには期待と裏切りと果てしのない闘争の繰り返しがあり、それが今も権力者と民衆の間で続き混乱から混乱に陥っている。
神は、たとえ専制君主であっても、その時代において公平だとされる法や制度の上にしか立たせず、この民衆の上に立てられた権威が民衆にとっても社会全体にとっても、有益であるようにさせる。世界全体の秩序は、真の王であるキリスト自身が私たちの罪のために償われて最も弱く貧しい人に仕えることで保たれ、ここからは誰も抜け出ることができないようにされた。権力者は民衆を意識しており、民衆との間に立てられた法や制度を守ることしか自分の立場を維持することが出来ないことを知っている。どんなに権力欲の固まりの人でも人の上に立つには、人に仕えるというポーズを取るのはそのためである。ある程度民衆の意見を聞き、ある程度民衆のための政治をする。このことは古代から今日の社会まで貫かれている。支配者は民衆を無視して自分の思いのままの政治をするならば、すぐにでも失脚させられるからだ。そこには神の立てた秩序がある。こうして神は、俗悪と利害に満ちた政治権力の中で、罪に満ちた世界と人類が滅びないように支えておられる。
しかしそれでも、民衆の上に立てられた者が民衆の自由と信仰を無視し、国家権力で国民の心の中まで支配するならば、その者は神によって立てられているとは言えず、キリスト者は、その者を神によって立てられているにふさわしい場所に置くために正すべき責任がある。そのために国家権力に抵抗することも必要となる。「神のものは神に返しなさい」と言われた主イエスの言葉には、このような意味が含まれている。　　
　
祈り…父よ、我らが恐れている権力は幻想であることをはっきりさせてください。本当に恐るべきお方は、我らの罪の救いのために私たちよりも低くなられた主イエスであることを、信仰をもって受け取らせてください。川越　弘（沖縄伝道所牧師・大会靖国神社問題特別委員）
ヤスクニ問題とわたし…そして、日本キリスト教会とヤスクニ問題…　
いや、教会とヤスクニ国家（上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登家勝也（横浜長老教会牧師）
　少し前私たちは「開戦記念の日」の集いを行った。1941年12月８日を思い出し省みる日である。この年の６月、日本基督教団への合同があった。
　この年の10年前の1931年の９月以来、教会はこの国の宣戦布告なしの戦争の年月を通して、かなりこの国の「やり方」を見て来ている。柳条湖事件、上海事変へと進む動きの中で、いやでも見えて来ていたものである。事件当時、関東軍の行動は天皇（昭和）を怒らせた。天皇の統帥権を犯して朝鮮軍（「朝鮮」駐屯の日本軍）に国境を超える軍事行動に誘ったからである。しかし忽ち彼は、将兵の「忠烈を嘉す」と言って、この侵略行動の成功を利益と踏んだのである。この利益は今も「国益」の名で生き残っている。そして、いけないことに、当時大方の教会もこれを国益と見て是認したのである。この態度が日本基督教団結成と直結していた。そして全アジアに惨禍を拡大して敗戦に至ったのである。この破廉恥が、今日に至るまでこの国の教会を内側でつき崩してやまない罪責となっている。「ピストルを突きつけられて合同した」教団から離脱した日本キリスト教会の先輩の胸中にあった恥辱感は、公式には表明されなかった。これもまた今日に禍根を残しているのだが、離脱の動力の一つとして、あるにはあった。
　さて、国と教会が是認し守ろうとした利益は盗人の利益であり、これを胸に抱いて守ることは貪りである。これを国に対して明らかにし、忠告し、止めさせるのが教会であるものを、何と国が教会に言い聞かせ、誘い、そそのかしたのであり、こともあろうに教会が同意し従ったのである。その遺伝子を受け継いでいる教会は、ヤスクニ問題と取り組む組織を解体してしまった。それが教会を限りなくゼロにしていく。教会は主の言葉、キリストにだけ聞くべきであり、感覚と内心にあるときから既に貪りを罪とし、不信者たち（国家の成員は多く不信者だが）、不信者であろうと貪る者を裁きたもう主の制裁を明らかにすべきである。それは自己に不利な情報と意見を押さえつけ、人々に隠し、検査さえ充分にせず、見切り発車して、いわゆる「想定外」の災害を招いた国と電力会社の行動にあてはまるし、今もって弁明めいた説明に終始し、すきを見て原発稼働をたくらむ態度にもあてはまる。当時の国による説教停止命令に抗して、キリストの命令による説教は続けるとし、キリストが止めることを命じられたなら止めると応じた朱基徹（チュ・キチョル）牧師の事例が光っている。
＜新刊紹介＞
　「靖国問題」北海道の四十年…これからも共に
　　　　　　　　　　　　　　　発行　靖国神社国営化阻止北海道キリスト者連絡会
　この書物は、題名のごとく北海道の「靖国神社国営化反対運動」の全容を明らかにして、今後の運動を進めるという目的のもとで出版されました。この運動の特徴は、キリスト者が中心となって他宗派、労働組合、平和団体、教育関係者への広がりを持って共闘してきたこと、もう一つは、「町のヤスクニ」の継続した反対運動から始まっているということです。今日の「砂川政教分離訴訟」も、ここからつながっているのです。
　第一部は、「靖国問題とは何か」。この問題を初めて知ろうとする人に読んで分かりやすいように工夫されており、しかもその本質をしっかりと鋭くとらえております。
　第二部の第一章「歴史と転換」は、70頁の労作です。北海道のヤスクニ問題反対運動は、北見教会を中心とした1963年の北見市招魂碑造営問題から始まります。1967年、建国記念の日が制定されると、全道内で紀元節反対運動が蜂起し、「恵庭事件」と取り組んでいたキリスト者平和の会は、「水道局の件」と合わせて「靖国国家護持法案反対」に移行し、道内各地の運動に広がります。靖国法案が提出される1969年の札幌北光教会を拠点とした抗議行動では、ハンスト・座り込み・ビラ配布と署名とカンパ活動・道行く人々にマイクで訴えました。こうして他団体との共同行動を重ね、市民との対話も生まれました。６月30日の法案が提出された時、全道内から500名が集まり、伝道用バスにオルガンを乗せて讃美歌を歌うデモを行いました。この時の運動がこれまでの闘いの基礎となっております。その後運動は定着し、道内の各地に組織が出来日常的な取り組みと全道的なまとまりを持ち続けています。
　「町のヤスクニ」政教分離問題の取り組みは、神社の寄付問題、公舎起工式の地鎮祭、北海道神宮の公務員参拝、札幌神社祭と公教育との癒着、祭時の授業短縮や行事参加の取りやめ運動、冬季オリンピック施設落成式の宗教抜きセレモニー運動、とりわけ、「靖国以上のヤスクニ」と言われる旭川市護国神社慰霊大祭には、知事の参列拒否の支援や、上川神社霊大祭での旭川市長の氏子代表としての参加反対等々、根強く運動してきております。
　1973年の靖国国家護持法案が国会から姿を消したその後、元号法制化、首相の公式参拝、天皇の代替わり、国旗国歌法の制定、小泉首相の靖国公式参拝、自衛隊の海外派遣と新しい英霊合祀と憲法改悪問題等々、山積する課題のある中で今日まで闘い続けてきました。まさに推薦の言葉にあるように、「明確な、“否”を唱えてたたかってきた少数者たちの“荒れ野の四〇年”の歴史」であり、「誇りある証であり足跡」でもありましょう。
　第二部の第二章では、道内各地の取り組みが取り上げられ、第三章では、砂川政教分離訴訟についての経過と今日の問題が簡潔にまとめて記されております。第三部は、ヤスクニ問題をキリスト者として聖書から解き明かすメッセージと、「闘いの仲間たち」の文章です。運動に係わった人々の文章は、読者に共感を与え連帯感を強めることでしょう。最後は年表で締めくくっています。日本キリスト教会の牧師、長老、会員が多く執筆しており、日本キリスト教会の会員であるならば必読の書物です。　　　　　　　　　　　（文責　編集部）
＜ヤスクニ・ニュース＞
元慰安婦集会1000回　
東京など各地で連帯集会
　元日本軍慰安婦らが日本政府の謝罪と賠償を求め、ソウルの日本大使館前で毎週水曜日に続けてきた集会は、12月14日で通算1000回を迎えた。それに合わせ、日本、カナダ、台湾など６カ国１地域の30都市以上で、同日連帯集会が開かれた。ソウルで1000回目の14日正午、東京・霞が関では、全国の市民グループ「日本軍『慰安婦』問題解決全国行動2010」などが参加を呼びかけて約1300人集まり、「人間の鎖」で外務省を取り囲んだ。元慰安婦への個人補償問題が日韓間で再燃するなか、元慰安婦の少女時代を題材にした記念碑を韓国の支援団体がソウルの日本大使館前に建て、日本政府は撤去を求めているが…？。（朝日12月14日）
女性宮家検討へ
　将来的な皇族減少への懸念から、野田政権は、女性宮家創設の検討を始めることを決めた。歴代内閣に問題を「先送り」されてきた宮内庁では歓迎ムードが漂うが、「男系」で続いてきた皇室の歴史を重視する保守派の懸念は根強い。両者、天皇制存続のための苦慮の論議。にねじれ国会で重要案件が山積し、先行き不透明。（毎日12月18日）
我が国の深刻な政教分離問題がある。
放火：靖国神社の神門焦がす　
防犯カメラに男の姿
　26日午前４時５分ごろ、東京都千代田区九段北の靖国神社で、拝殿の手前にある「神門（しんもん）」（高さ約13m）の扉から出火しているのに警備員が気付き、消火器で消し止めた。左扉の一部が焦げたが、けが人はなかった。灯油のような液体がかけられた跡があり、警視庁麹町署は、非現住建造物等放火容疑で捜査している。同署によると、付近の防犯カメラに黒っぽい服を着た男が火を付ける姿が映っていたという。現場には、カップ酒の空き瓶２本があり、中に少量の油が残っていた。神門の扉は午後５時から午前６時まで閉められているが、扉の前までは自由に行くことができるという。（毎日12月26日）
大晦日のＮＨＫ付近での
「朝鮮人帰れ」の大騒ぎ
　12月31日、NHK付近に、紅白歌合戦に「東方神起」、「少女時代」らが出演することに反対した、日の丸を手にした約180人が「韓流紅白をぶっ飛ばせ」というプラカードを持って集まった。彼らは「韓国人のグループが紅白歌合戦に出ている番組を、日本の国民的行事と言えるのか」と叫び、「朝鮮人帰れ」と激しく怒鳴る声を繰り広げた。
　　　　　　　（ブログから　１月１日）

野田総理大臣が伊勢神宮参拝

野田佳彦総理は、12年１月４日、財務大臣、防衛大臣、行政刷新担当大臣、文部科学大臣や三重県知事らと共に外宮を参拝した後、

内宮の正殿前で「二礼、二拍手、一礼」した。メディアその他の機関がこの首相の伊勢神
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宮参拝問題を一切取り上げていないことに、
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